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2025年1月23日
株式会社NS・コンピュータサービス

事業管理本部 事業推進部

未来へ向けて、製造業の生産現場の基礎創り

～先端技術を支える有力なツールとしてのローコード開発～

GeneXus Day 2025 未来を切り拓くローコード、そしてAI
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会社紹介
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会社概要

 会社名 ： 株式会社NS・コンピュータサービス

（略称：NSCS）

 所在地 ： 新潟県長岡市金房3丁目3番2号

 代表者 ： 佐々木 修

 会社設立 ： 1985年4月1日

 事業内容 ： 情報システムサービス事業

 資本金 ： 323百万円

 売上高 ： 9,162百万円（2023年3月期）

 従業員数 ： 589名（2024年4月1日現在）

 株主 ： 日本精機株式会社(100%出資)

日本精機株式会社（四輪車用・二輪車用・汎用計器類の製造会社）の情報システム部門を分社化し、
1985年4月1日に設立しました。製造業で長年培ったシステム構築・運用の知識と技術を結集し、エンベデッド系、
業務系を中心に幅広い分野の情報システムをご提供しています。
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事業内容

Embedded

組み込み設計開発

ソリューション

Solution

情報センター

Internet Data 
Center

品質要件の厳しい自動車業界で培った高い技術

親会社である日本精機株式会社の主力商品である車載メーター、HUD(ヘッドアップディスプレイ)の

組込みシステム開発で培った技術を主軸としています。

車の性能向上・多機能化に応じた複雑で高度な技術力と、安全に関わるため誤作動のない高い

品質が求められる分野で安心安全な車社会の実現に貢献しています。

新潟県内を中心に、県内外に向けた民間企業、行政、教育機関向けといった幅広いソリューションを

提供しております。

特に製造業への導入実績が豊富で、業界特有の業務や商習慣に精通したコンサルタント、SEが経営

課題をITで解決するシステム導入を支援いたします。

基幹システム導入を軸としたソリューションサービス

お客様のサーバーやシステム、データをお預かりし、24時間365日ネットワーク監視等システム運用関連の

サービスをご提供します。

弊社IDCは竣工した2004年に中越地震を経験しましたが、周囲一帯が停電する中、IDCは問題なく

業務を継続しました。信頼性の高いIDCにて、お客様の運用支援を実施いたします。

中越地震を経験し、実績を出した自社IDCでの運用サービス

1
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事業内容（近年の取組み①）

小学生向けプログラミング教室

DX伴走支援事業

proceed（前に進む子を）
grow（育てる）
camp（教育施設）

現役ITエンジニアである当社社員が講師となり、長岡駅近くで週2回プログラミング教室を開校しています。

STEP 1 / コンサルティング

STEP 2 / システム提案・開発・導入

STEP 3 / 運用サポート

業務課題の解決

人的課題の解決

財務・管理会計課題の解決

DX導入 課題解決 経営改革の実現

お客様の経営目標達成

お客様にヒアリングを行い、個別課題に対応したソリューションを開発・提供し各社のDX化を推進します。

毎週 火曜日・木曜日（週一回受講）

開 校 日

住 所

長岡市今朝白1-8-18 長岡DNビル4階01号室
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事業内容（近年の取組み②）

平日10:00-17:00（土日祝日休み、ミライエ休業日除く）

営業時間

住 所

長岡市大手通２丁目３−１０ミライエ長岡6F ルーム4

2024年8月、長岡市×長岡商工会議所×日本精機グループが連携して、同市のイノベーション創出の場 「米百俵プレイス ミライエ長岡」 内に

ながおかDXセンター を開所しました。

弊社は運営事務局として、寄せられたDX相談に対して、具体的な課題を丁寧にヒアリングし、最適な相談先（地元ITベンダーや賛同団体など）と

連携しながら継続的な伴走支援を行い、解決に向けて取り組んでいます。

ながおかDXセンター運営

DX相談 受付

地元
企業

金融機関

課題解決

地元IT企業

相談受付

伴走支援

提案依頼

実績収集

HP公開

長岡地区
ソフトウェア産業
協議会

長岡アイティ事業
協同組合
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自動車部品製造業における『在庫受払いシステム』の再構築
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目次

１．導入の経緯
・プロジェクトの背景
・発生した問題点
・開発方針
・ローコード開発の選定理由と期待効果
・GeneXusを選んだ理由

２．導入のポイント
・今回システム化の対象とした業務
・キーとなる機能の概要

３．開発段階で発生した問題
・開発プロセスと発生した課題
・課題の対策（暫定処置）

４．導入の効果
・業務面から
・開発面から

５．今後の展望
・課題の対策（恒久対策案）
・技術進化への対応

６．まとめ
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１．導入の経緯
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１．導入の経緯

管理機能

ＦＡ

生産管理

ＭＥＳ

各制御システム

生産

計画

作業者管理

トレース

実績収集

スケジューラ

出荷

受注

発注 在庫

営業

原価

財務

会計

購買

工程管理

設備管理

倉庫管理

受入Ｍ
Ｒ
Ｐ

管理

会計

生産

スケジューラ連携

受発注管理

ＥＤＩ顧
客

サ
プ
ラ
イ
ヤ

スケジューラ製品

会計

システム

実績分析

設備連携(一部のみ)

受払

棚卸

共
通
機
能 セキュリティ多言語

マスタメンテ クラウド化

グループ間

ＥＤＩ

進捗管理

教育

シ
ス
テ
ム
外

国際

会計

差立

基
本
機
能

ア
ド
オ
ン
機
能

生産

指示

生産

実績

マニュアル

リアルタイム

〇基幹システム
生産管理業務と受発注管理業務機能。
国内本社ではメインフレームで独自に開発したシステムで運用。
海外現法等では別システムを利用。基幹システム

※現行システム構成(As-Is)

■背景(システム化検討範囲)

受払いシステム

製造実行システム（MES）

〇受払いシステム
製品、半製品、部品・原材料等の在庫管理業務を中心とした機能。
各々別システムを構築して運用。

〇製造実行システム（MES）
生産ラインにおける組立の指示や進捗の把握、資材・部材等の実績
管理機能。
ロットトレース機能は、当該システム内で構築。
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１．導入の経緯

■背景(お客様のシステム刷新案)

独自システムを利用
データ連携は手動

日本で共通システムを作成
グループでシステムを共通利用

業務効率化、自動化

パッケージに合わせた

業務プロセス変更(アドオン抑制)

低価格、短期導入

Before After

国内本社

タイ現法

インド現法

中国現法

ベトナム現法

インドネシア
現法

国内本社

タイ現法

インド現法

中国現法

ベトナム現法

インドネシア
現法

手動での
データ連携

共通DB

1

2

3

システム構築方針
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１．導入の経緯

システムを既存の業務プロセスに合わせた

現場優先思考に・・・

パッケージ適用を断念、
スクラッチ開発へ移行

■発生した問題点

今がいい

現行で
困ってない

人がやった
方が早い 新機能

いらない

パッケージに合わせた

業務プロセス変更(アドオン抑制)

システム化対象範囲が拡大

その結果・・・

システム開発の遅延の恐れ

開発規模が拡大
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１．導入の経緯

管理機能

ＦＡ

生産管理

ＭＥＳ

各制御システム

生産

計画

作業者管理

トレース

実績収集

スケジューラ

出荷

受注

発注 在庫

営業

原価

財務

会計

購買

工程管理

設備管理

倉庫管理

受入Ｍ
Ｒ
Ｐ

管理

会計

生産

スケジューラ連携

受発注管理

ＥＤＩ顧
客

サ
プ
ラ
イ
ヤ

スケジューラ製品

会計

システム

実績分析

設備連携(一部のみ)

受払

棚卸

共
通
機
能 セキュリティ多言語

マスタメンテ クラウド化

グループ間

ＥＤＩ

進捗管理

教育

シ
ス
テ
ム
外

国際

会計

差立

基
本
機
能

ア
ド
オ
ン
機
能

生産

指示

生産

実績

マニュアル

リアルタイム

※現行システム構成(As-Is)

■発生した問題点（ローコード開発による開発工数の削減方針）

×基幹システム
パッケージの完全適用はしないが、ベースとなるコア部品やフレームワー
クを利用してスクラッチ開発とする。

〇受払いシステム
GX実績の無いハンディーターミナル機能以外の業務画面や帳票出
力には、充分適用が可能で効果が期待できる。

×製造実行システム（MES）
現場のさまざまな生産設備とのインタフェースや、業種固有の機能など、
ローコード開発は難しい。

システム開発規模の増加に伴い
機能の塊ごとに 「ローコード」開発を検討

13
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１．導入の経緯

管理機能

ＦＡ

生産管理

ＭＥＳ

各制御システム

生産

計画

作業者管理

トレース

実績収集

スケジューラ

出荷

受注

発注 在庫

営業

原価

財務

会計

購買

工程管理

設備管理

倉庫管理

受入Ｍ
Ｒ
Ｐ

管理

会計

生産

スケジューラ連携

受発注管理

ＥＤＩ顧
客

サ
プ
ラ
イ
ヤ

スケジューラ製品

会計

システム

実績分析

設備連携(一部のみ)

受払

棚卸

共
通
機
能 セキュリティ多言語

マスタメンテ クラウド化

グループ間

ＥＤＩ

進捗管理

教育

シ
ス
テ
ム
外

国際

会計

差立

基
本
機
能

ア
ド
オ
ン
機
能

生産

指示

生産

実績

マニュアル

リアルタイム

内作加工品
原材料受払い

・Access/EXCEL

部品受払いシステム

製品受払いシステム

入出庫 棚卸

入出庫 棚卸

電子部品
受払システム

■システム再構築前の状況

個別にシステムやツールを構築して管理しており、
基幹システムと連携していないシステムもある。

 会社としての現品管理方式がバラバラ

 Excel上での入出庫管理のみで、会社のデータとして

棚卸データのみで管理されている工程が存在

 ロットトレースを行う為のデータが蓄積できていない

ロットトレースが不可能な工程も存在

※現行システム構成(As-Is)

■発生した問題点（受払いシステムの問題点）

14
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１．導入の経緯

システム開発の目的

トレーサビリティの

基礎環境を構築する

ローコード開発で

効率化を図る

■「受払いシステム」の開発方針

01 02

システム開発の方針
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１．導入の経緯

基幹系システムの再構築を含め大勢の技術者

が必用であり、要員の確保が困難な状況。

Java等のプログラミングを知らなくてもアプリケー

ション開発が可能であることに着目。

■ローコード開発の選定理由と期待効果

16

テンプレート等の「型」にはめることにより、開発

の難易度を低下させ、バグの低減による品質の

向上が期待できる。

品質の安定性に期待ができる
Webアプリの開発技術者が

不足していても開発ができる

早く開発することができる

コーディング量が減ることで、生産性が高い。

開発費用を低く

抑えることができる

Webアプリに特化した技術が無くても品質の

高いアプリケーションを早く開発できることで、コ

ストを抑えることができる。

1 2

3 4



Copyright © 2024 N.S. Computer Service Co., Ltd. All Rights Reserved.

１．導入の経緯

■GeneXusを選んだ理由

開発プロジェクトの管理ツールとして社内利用の実績あり（評価含む）
それまでは・・・
↓最初はEXCEL（・・・データの一元管理と活用したい）
↓次にEXCELデータをDB読み書きするツールにて再構築（・・・レスポンス悪い（重い））
GeneXusで再々構築

17
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２．導入のポイント
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製造管理 スケジューラー、MES含む

生産管理 倉庫管理 受払い業務顧
客/

グ
ル
ー
プ

仕
入
先

ＳＣＭ

管理機能

Ｆ
Ａ

受注

出荷

発注

入荷

生産計画

生産指示

ＭＲＰ

生産実績

部品受払

製品受払

部品棚卸

製品棚卸

一般会計

経費

管理会計

スケジューラ

イベント流動管理

設備・ツール照合 実績管理

トレース管理

ピッキング(出庫照合) 進捗管理

不良管理

設
計

EBOM 図面管理各制御システム

EDI

ASN

EDI

ASN

Ｗ／Ｏ所要量

生産

予定

数量

受注

数量

納期

作業標準

部材期限工程履歴管理

シリアル管理 人事

給与

予算

勤怠

連結会計

原価計算

２．導入のポイント

新受払システムとしてプロセスを統一し、現品管理の方式を統一

新受払システム
(製品・中間品・部品・原材料対象)

入出庫 棚卸 ロケ管理FIFO

■今回システム化の対象とした業務の概要

①倉庫で使用するラベルの統一化

②管理粒度の詳細化
サイト管理からロケーション管理へ移行
(棚､エリア､固定場所などが管理できる)

③トレーサビリティ対応
部品ロット情報 と 移動経歴を
システムで記録

④先入れ先出し対応
FIFO管理を実施

19
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２．導入のポイント

新受払システムとしてプロセスを統一し、現品管理の方式を統一

①倉庫で使用するラベルの統一化

②管理粒度の詳細化
サイト管理からロケーション管理へ移行
(棚､エリア､固定場所などが管理できる)

③トレーサビリティ対応
部品ロット情報 と 移動経歴を
システムで記録

④先入れ先出し対応
FIFO管理を実施

■今回システム化の対象とした業務の概要

20

製造管理 スケジューラー、MES含む

生産管理 倉庫管理 受払い業務顧
客/

グ
ル
ー
プ

仕
入
先

ＳＣＭ

管理機能

Ｆ
Ａ

受注

出荷

発注

入荷

生産計画

生産指示

ＭＲＰ

生産実績

部品受払

製品受払

部品棚卸

製品棚卸

一般会計

経費

管理会計

スケジューラ

イベント流動管理

設備・ツール照合 実績管理

トレース管理

ピッキング(出庫照合) 進捗管理

不良管理

設
計

EBOM 図面管理各制御システム

EDI

ASN

EDI

ASN

Ｗ／Ｏ所要量

生産

予定

数量

受注

数量

納期

作業標準

部材期限工程履歴管理

シリアル管理 人事

給与

予算

勤怠

連結会計

原価計算

新受払システム
(製品・中間品・部品・原材料対象)

入出庫 棚卸 ロケ管理FIFO
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２．導入のポイント

*

SP SP シリアルNo SP *

取引先コード+YYMMDDHHMMSSMSS *

発注者用備考

発注者品名コード 数量 製造年月日

品名 PONo

取引先コード 原産国

*3N1 発注者品名コード

*3N2

*1Z

入数

①倉庫で使用するラベルの統一化

C3ラベル

中間製品
ラベル

製品
ラベル

バラバラな手書きラベルでトレース不可 ラベルを統一して入出庫時にデータ化現状 新システム

• 倉庫領域により様々なラベルを使用。

• データ化されておらずトレースが不可。

• 品目分類別に倉庫内のラベルを統一。
• 入出庫時はハンディターミナル読取りでトレース
データ取得。

■キーとなる機能の概要

21
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２．導入のポイント

③トレーサビリティ対応

トレース情報を
自動配信

■キーとなる機能の概要

現状 新システム

ホスト

製造実行

製品用

部品用

データ連結
・

加工

個別

データ

オペレーターによる
手作業(半日～数日)

ユーザーによる
データ紐付け作業(数日)

データ収集
・

加工
CSV

新基幹

MES

受払い

ロットトレース
随時検索
(分単位)

トレース情報の取得に複数日が必要 随時検索可能

ロットトレースを行うための蓄積データが繋がって

いないため、人が経歴情報を繋ぐことが必要。

※情報取得に要する時間：半日～数日

トレース情報を取得・配信して集約しているため、

必要時に情報検索が可能。

※情報取得に要する時間：分単位

22
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３．開発段階で発生した問題
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３．開発段階で発生した問題

‘2016/7時点のマスタプランと2018/9末時点の実績

＃ 開発工程

2016年度 2017年度 2018年度

7 8 9 1
0

1
1

1
2

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1
0

1
1

1
2

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1
0

1
1

1
2

1 2 3 4 5

1 要件定義

2 基本設計

3 詳細設計

4
製造・

単体テスト

5 結合テスト

6
（全体連動
テスト）

START

凡例
当初計画

実績

詳細設計の品質不良

■開発プロセスと発生した課題

スケジュール遅延発生事象

24
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３．開発段階で発生した問題

■開発プロセスと発生した課題

 開発基盤（GeneXus）の専任者を設けていない

 データモデルを基にしたツールに対して、DB設計の専任者を
設けていない

※GeneXus関連のみ記載

詳細設計のやり直し

①詳細設計段階の品質不良問題

25
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３．開発段階で発生した問題

総機能数：184

 GeneXusで対応できない機能が当初想定よりも多い

74
機能

他システムインタフェース等 Webアプリ ハンディ機能

29
機能

81
機能

GeneXusで開発可能な
機能領域（※当時）

■開発プロセスと発生した課題

②工数の増加問題

26
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３．開発段階で発生した問題

■開発プロセスと発生した課題（まとめ）

27

GeneXusの機能に

制約される

1 2 3

GeneXusに

習熟していない

生成されたアプリケーションが

期待値を満たさない場合がある

 固有の業務ロジックがある

 デザインに強いこだわりがある

 システムに対する細かい要望がある

要件を実現するためのGeneXusが

搭載している機能を十二分に活用

することができない。

GeneXus内部の部品がどのような
動作をするのかは見えない

生成時に発生したエラーや生成後の機能の
動作が想定していた動作と異なる場合がある

原因特定に時間が掛かる場合がある。
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３．開発段階で発生した問題

2018年 2019年

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

マイルストーン

基本設計

詳細設計

製造単体テスト

結合テスト

データ移行

全体連動準備

詳細設計からの
変更箇所対応

詳細設計の修正作業

結合テスト計画
機能間疎通テスト計画

10月分受入 10月以降変更分受入

10月以降変更分：製造単体テスト

機能間疎通テスト

全体連動テスト

結合テスト 先行機能分

テスト準備
・環境
・データ 結合テスト 全機能分

10/31
機能数FIX

12/25
詳細設計
修正完了

機能間疎通テスト

3/20
機能間疎通
テスト完了

10月分
製造単体テスト

移行計画 移行仕様 移行ツール構築 移行テスト 全体連動テスト用移行

基本設計変更箇所の承認

5/24
機能間疎通
テスト完了

連動テスト計画

■課題の対策（暫定処置）

①作業内容とスケジュールの見直し（設計書修正作業）対策

28
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３．開発段階で発生した問題

チームリーダーによる中日程
ドラフト作成

グループ分け実施
リーダー決定

リーダーを中心として
各グループでのWBS作成

チームリーダー/リーダーにて
中日程及びWBS決定

朝会/夕会での日次確認

WBS作成手順

毎週金曜日
全体進捗会議
週次確認

実績登録 予実刈取

メンバー
WBSのタスクを

Redmineで日々登録

チームリーダー
提出用WBS出力

グループ間ミーティングへ
見直しあれば再検討実施

■課題の対策（暫定処置）

②進捗管理方法の変更（遅延を見逃さないための対策）対策

29
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４．導入の効果
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４．導入の効果

購入品の入庫から完成品の出庫まで、時間単位で移動経歴情報を収集できるようになった。
これらの情報を分析することにより、

① リードタイム短縮
② 在庫削減
③ 不良品削減
④ 生産性向上

・・・といった、現場が期待した通りの効果を実現することができた。

購入品在庫
生産品在庫 完成品在庫在庫量とﾘｰﾄﾞﾀｲﾑ

入庫
予定

■業務視点

業務 受注 生産計画 発注 購入品入出庫 製造 完成品入出庫 出荷

サイト サプライヤ 受入場所 部品倉庫 保管場所 ラインサイド 製造ライン 検査工程 出荷場所 中間倉庫 最終倉庫 顧客

購入品 中間品 製品

基幹
システム MES受払いシステム 受払いシステム

31
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４．導入の効果

32

■開発視点

経験が少ないメンバーでも

構築できた

1 2 3

つまらないバグがない
OSのアップデートに

気を使う必要がない

フレームワークにより、WEBシステムの

開発経験が少なくても開発できる

裏側の処理を気にする必要がなく、

品質が高まる

原則として、最新バージョンの

GeneXusでリコンパイルすればOK
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４．導入の効果

（画面サンプル）

33

デザインの統一
⇩

操作性の統一「標準化」
⇩

操作ミスの防止
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５．今後の展望
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５．今後の展望
■課題の対策（恒久対策案）

2018年 2019年

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

マイルストーン

基本設計

詳細設計

製造単体テスト

結合テスト

データ移行

全体連動準備

詳細設計からの
変更箇所対応

詳細設計の修正作業

結合テスト計画
機能間疎通テスト計画

10月分受入 10月以降変更分受入

10月以降変更分：製造単体テスト

機能間疎通テスト

全体連動テスト

結合テスト 先行機能分

テスト準備
・環境
・データ 結合テスト 全機能分

10/31
機能数FIX

12/25
詳細設計
修正完了

機能間疎通テスト

3/20
機能間疎通
テスト完了

10月分
製造単体テスト

移行計画 移行仕様 移行ツール構築 移行テスト 全体連動テスト用移行

基本設計変更箇所の承認

5/24
機能間疎通
テスト完了

連動テスト計画

従来のプロコード開発の品質基準を
GeneXus開発にも適用した

社内の開発標準プロセス（CMMI L2準拠）が、必ずしもGeneXus等ローコードツールに
対しては有効ではないと感じられた。
特性に応じた品質基準やテーラリングが可能だったのではないだろうか。
究極はアジャイル開発で、より効果を発揮できると思われる。

工数の増加問題

35
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５．今後の展望
■課題の対策（恒久対策案）

総機能数：184

74
機能

他システムインタフェース等 Webアプリ ハンディ機能

29
機能

81
機能

.NETで開発したバッチ機能のほとんどが、他システムとのインタフェース機能である。
この機能のアルゴリズムをOpenAPI等で実現できたら、工数も削減でき、何よりもユーザーの
利便性に繋がるのではないだろうか。

工数の増加問題

36

GeneXusで開発可能になれば
工数を削減できるのでは？

GeneXusでの開発実績がなかったため
適用することを検討しなかった（※当時）
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５．今後の展望

出典：ユーザのための要件定義ガイド（IPA）より

■技術進化への対応

潮流

IT技術の
パラダイム
シフト

攻め

守り

課題

攻めの
IT活用の
段階

～1990年代 ～2000年代 ～2010年代 ～2020年代back front

MF
MF MF

C/S
C/S

Web
Web

専用
AP

ブラウザ

専用
端末

専用
AP

ブラウザ

ソーシャル

モバイル

IoT

ビッグ
データ

AI

新たなビジネス価値創出
(イノベーションなど)

基幹業務の刷新
(モダナイゼーションなど)

連携

要求が
変化する

レガシー化

IT導入前の
状況

置き換えステージ
紙や口頭でのやり取りを

ITに置き換え

効率化ステージ
ITを活用して

社内事務を効率化

競争力強化ステージ
ITを自社の売り上げ向上等の
競争力強化に積極的に活用

導入
活用

高度活用

37
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５．今後の展望

■技術進化への対応

様々なデバイスに対応した

新規のアプリケーションを開発す
る

（画面、帳票、バッチ）

既存システムのデータベースや

システム（ストアドや関数部品）の
活用

様々な認証を簡易に実装

シングルサインオン、OAuth 2.0認証

AWS、Azure、Dockerへのデプロイ

AI

簡易に利用

Amazon Machine Learning

Google Cloud AI

IBM Watson

DevOps

テスト自動化、CI/CD

AＰI

APIを呼び出したり、新規でAPIを開発

RESTやSOAPを手軽に

チーム開発、リポジトリ管
理、

バージョン管理

（２）セキュリティ（認証）、ホスト連携（OpenAPI）

（１）DevOps,アジャイル開発

（３）機能の制約

38
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５．今後の展望

パイプライン

（１）継続的インテグレーションへの適用

コミット ビルド テスト リリース テスト環境 デプロイ 本番環境

継続的インテグレーション（CI）

継続的デリバリー（CD）

継続的デプロイ（CD）

更新の確認

ナレッジベースの
更新

すべてビルド

ユニットテストの
自動実行

パイプライン作成
とモニタ

変更の統合

・少なくとも1日に1回以上のペースで、更新を頻繁に統合する。
・統合を自動的に検証する。

GXserverプラグイン

JOB開始

フィードバック

■技術進化への対応

「GXtest v4 のテスト自動化機能を活用し、チームは
手動テストの工数を86％削減し、5 倍の頻度でリリース
することに成功しました。さらに、本番環境でのバグ数は
大幅に削減し、1 バージョン辺り平均8 個から1 個未満
となりました。 」
（VUCE社レポートより）

39
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５．今後の展望

（２）認証／OPEN APIへの適用（HTTPメソッドでホスト側のデータを更新する例）

■技術進化への対応

サブシステム側（Python） ホスト側（Oracle APEX）

プロシジャー（PLSql）記述

40

インタフェース方式は、目的や環境等に応じて
様々ではあるが、多くのシステムが共存する環境
ではセキュリティを確保しつつオープンな関係で
あることが好ましいと考えます
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５．今後の展望

（３）機能制約（操作性の改善 UI/UX）

■技術進化への対応

出典：ジェネクサス・ジャパン株式会社 / GeneXus Japan Inc. / WorkWithPlus for Webより

41
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６．まとめ
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６．まとめ

展望として挙げた一例は、GeneXusに対する期待と要望です。

数あるローコードツールのなかでGeneXusが生き残っているのは、潮流に追従できているから

だと思っています（私感です）。

パートナー様におかれましては、今後もより一層、最新機能の活用事例や、評価を公開し、

フォローして頂けますようお願いいたします。

43

GeneXusパートナーである株式会社ウイング様とは、その後も多くのプロジェクトでタッグを組み、

更に進化した開発フレームワークやテンプレートを使って現在も大型開発案件の開発に取り組んで

おります。

近況（2024年現在）
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ご清聴ありがとうございました。

株式会社

〒940-0045 新潟県長岡市金房3-3-2

https://nscs.jp

https://nscs.jp/contact/toiawase.html

0258-37-1320

〒940-0062 新潟県長岡市大手通2-3-10 ミライエ長岡6階

080-4111-8103

https://nagaoka-dxc.jp

https://nagaoka-dxc.jp/contact

44

CONTACT US


